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災害時のトイレ問題とマンホールトイレの使い方を子どもたちへ分かり
やすく伝えるため、啓発冊子の作成とそれを用いた出前授業などにも
取り組みました。

応募事例名

応募団体名）大阪府 富田林市

伝える 伝わる マンホールトイレ

防災・減災部門

下水道課 課長 淺尾 覚
下水道課 副主任 宮本 洋

取組に関するエピソード
せっかく整備したマンホールトイレをいざという時に使ってもら
えるようにするにはどうしたらいいのかを悩んでいた時に、う
んこドリルが目にとまり、これだ！と思いました。新聞にも掲
載され、他の自治体や他市の住民の方からもお問い合わせ
をいただき、強い効果を感じました。

功労者の
顔写真

応募事例の内容

・小学校等での出前授業では
紙芝居を用いて楽しく伝える。
・下水道課で広報担当を選任し、
様々なイベントを企画。

別紙４

応募事例の概要

○ マンホールトイレについてやさしく伝える啓発冊子の作成
○ 啓発冊子を用いたイベントや出前授業での積極的な普及活動


